
　　　　
　　
　　

　　



（回答）

① 週休２日補正、熱中症補正は、当初の計上はありません。

② 岸壁に接する箇所の施工方法については、契約後に協議します。

③ 撹拌混合ピット製作費用は、契約後に協議します。

④ 水底土砂溶出試験-34項目は、すべて１検体です。

⑤ 単22号における曳航船舶は、鋼650ｍ3積（開閉式）です。500ｔ積は誤となります。

設計変更で対応します。

⑥ 那覇港内に台船500t積（土運船舶）が那覇港内に在港しない場合は、協議します。

⑦ 作業船の拘束が増えた場合は、協議します。

⑧・ 内３号汚濁防止膜の積算条件は、【高 ２ｍ×長 60ｍ（単独ﾌﾛｰﾄφ300、引張強度

1000N/3cm未満）供用日は『11日』】で計上しています。

金抜き設計書、工事数量総括表（横表）の『10日』は誤となります。

内４号汚濁防止枠の汚濁防止膜賃料の積算条件は、【高 ２ｍ×長 60ｍ（単独ﾌﾛｰﾄ

φ300、引張強度1000N/3cm未満）供用日は『15日』】で計上しています。膜11日＋

準備片付４日で計上しています。金抜き設計書、工事数量総括表（横表）の

『13日』は誤となります。

・内４号は、ｶｰﾃﾝのみと単独ﾌﾛｰﾄ付ｶｰﾃﾝの計上です。

・単17号の汚濁防止賃料は、単独ﾌﾛｰﾄ＋の基本料＋日当たり加算額です。

・汚濁防止枠の共用日数は作業中も含め15日で計上しています。

⑨ 海上輸送に関する補正は、共通仮設費の積算条件で、浚渫工事+0.8の補正を行って

います。


